
 

 

植松永次 《初めの白》 

2016 年 個人蔵 

丹波 壺 室町時代中期 

兵庫陶芸美術館 

 
 
 

  兵庫陶芸美術館 開館15周年記念特別展「ひょうごゆかりの古陶磁－丹波焼・三田焼・ 

 王地
お う じ

山
やま

焼－」及び 2020 年度著名作家招聘事業・テーマ展「植松永次展」の開催 
 

１ 展覧会の概要 

（１）開館15周年記念特別展「ひょうごゆかりの古陶磁－丹波焼・三田焼・王地山焼－」 

当館は 2005 年の開館以来、購入、寄贈、寄託などによって収蔵作品を充実させて

きました。本展では、近年、新たに収蔵品に加わった古陶磁の作品を

中心に約 90 点をご紹介します。 

① 丹波焼・三田焼・王地山焼の新収蔵品を中心とした展示 

近年新たに当館の収蔵作品に加わった丹波焼とその周辺地域で 

作られた三田焼、王地山焼をご紹介します。 

② 人々の暮らしのやきものを展示 

泰平の世が続いた江戸時代、伊丹や灘では良質な酒が醸造され 

酒を運搬・貯蔵、注ぐための容器として様々な形状の徳利が作ら 

れました。また、園芸の文化も開花し、江戸時代後期に本格的に 

生産が始まった植木鉢や水生植物とともに金魚などを入れて鑑賞するための睡蓮

鉢が作られました。本展では、これら徳利や植木鉢、睡蓮鉢の他、葉茶壺や油壺な

ど、暮らしの中で使用されたやきものを多数展示します。 

③ 江戸時代後期に流行した文人趣味をイメージ・再現した展示 

江戸時代後期に中国の詩文や書画に精通した知識人らを中心に流行した文人趣味。 

彼らは、煎茶や詩書画を通して交友を深め、中国の明や清時代の文人の生活を体現しよ

うとしました。本展では、文人趣味の生活を当館の所蔵作品を用いて現代的にアレンジ・

再現します。「煎茶の道具立て」や「文房飾り」、「料理の卓飾り」による

風雅な文人趣味の生活をお楽しみください。 

（２）2020 年度著名作家招聘事業・テーマ展「植松永次展」 

土と火を素材としながら、彫刻にも、陶芸にも括りきれないような 

独創的な作品を制作する造形作家・植松永次氏。そのユニークな土と 

の対話方法から、やきもの表現の新たな可能性を探ります。 

 
２ 会  期  2020 年 12 月 12 日(土)～2021 年２月 21 日(日)  
３ 開館時間  10:00～18:00 ※入館は閉館の 30 分前まで 
４ 休 館 日  月曜日、2020 年 12 月 31 日（木）、2021 年 1 月 1 日（金･祝） 
          （ただし 2021 年 1 月 11 日（月･祝）は開館し、1月 12 日（火）は休館） 

５ 観 覧 料  一般 600（500）円、大学生 500（400）円、高校生以下無料 
          ※（ ）内は特別割引および 20 名以上の団体割引料金です。 

            ※ 70 歳以上の方は半額になります。 

             ※ 障害のある方は 75％割引、その介助者 1 名は無料になります。 

          ※ 17 時以降に観覧される場合には、夜間割引料金になります。 

６ 主  催 (1) 特別展：兵庫陶芸美術館、神戸新聞社 
(2) 著名作家招聘事業・テーマ展：兵庫陶芸美術館、丹波新聞社 

 
 
 

作 成 年 月 日 令和２年１１月１７日 

作 成 部 局 企画県民部知事公室芸術文化課 
 

【問い合せ先】兵庫陶芸美術館 

学芸課、企画・事業課 

電話：０７９－５９７－３９６１  

FAX： ０７９－５９７－３９６７ 

E-mail: togei@pref.hyogo.lg.jp 
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The Museum of Ceramic Art, Hyogo 15th anniversary special exhibition 
Ceramic Made in Hyogo Tamba Ware, Sanda Ware, Ojiyama Ware  
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